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今回のビデオ編集は映像分析と評価・シナリオ作成・音楽探しが約２ヶ月、映

像編集・アフレコが約１ヶ月です。 
 
今回もガラパゴスと同様にアフレコする音楽の選曲に大変苦労しました。 
陸の音楽は小笠原へ行く前から作戦を練って、シナリオを考えながら撮影した

ため、早目に目処が立ち７曲がすぐに決まりましたが、海に合う音楽は難しく

見つけるのに大変時間が掛かりました。所有ＣＤ１００枚以上と今回、小笠原

のビデオ用に購入したＣＤ８枚から最終的に約５０曲を選び出し、その中から

映像を見ながらマッチした８曲を決めました。 
ビートマスターⅡ（ＦＩＳＨ ＥＹＥのダイビングボート）の帰港用に『ジュ

ピター（木星）』をアフレコしましたが、有名な２大指揮者のカラヤンとホルス

トのどちらの曲が合うか分からないためＣＤを２枚共購入し、最終的にカラヤ

ンに決まりました。 
折角、壮大な音楽をアフレコしたのに映像がカメラのパーン（横移動）ミスで

カクンカクンと数回、腰折れしてスムーズな動きなっていなかったのが本当に

残念で、下手なカメラワークを反省しています。 
ＡＰＰＥＮＤＩＸ（附録）の『アメージング・グレイス』は帰る日に、おがさ

わら丸を見送りに来た人を撮影している時に決めました。 
只、『白い巨塔』のテーマソングは音声が入ってさみし過ぎるので、音声が無い

壮大なイメージの演奏を探しました。インターネットから『アンドレ・リュー』

のバイオリン演奏を見つけてＣＤを買ったところ、自分のイメージにピッタリ

と合いました。オープニングの、おがさわら丸父島入港の『ケルツ』は行く前

から決まっていました。 
地球規模の天候異変で８月は非常に台風が多く、天気がかなり悪かったためケ

ータに行けなかったので、映像は大物が少なく、どちらかと言うとマクロ系の

ビデオになりました。しかし、さすがに日本一の海だけあって父島の近くだけ

でも珍しい生物やシーン、固有種がたくさん撮影できました。ヘルフリッチ、

ユーゼン、ミナミイスズミのアルビノ（白化）、カクレクマノミ団地、カノコイ

セエビの産卵、ハゼとエビの共生、ハナヒゲウツボの食事シーン、トンネル等々。 
また、透明度も３０ｍ前後で撮影には最高でした。 
ハンマーヘッド１匹をエントリー直後、かなり近くで見ましたが、ビデオカメ

ラの前面ドームポートカバーを外す前でしたので残念ながら撮影できませんで

した。ローニンアジ、マンタ、マダラトビエイ３匹を撮影しましたが、かなり

遠かったので画質が悪く、編集には使用できませんでした。 
今回の最大目的でしたリブリーザー器材での撮影とベイルアウト器材での撮影

を比較するとライトを使用して撮影した場合は殆ど差がないように感じました。 
使用しているＳｕｎＲａｙ－Ｓ－Ｐｒｏライトは光量が５５００ケルビンで太

陽光に近い白色灯ですが、その光は人間でも直視できない程かなり眩しいため、

強い光に慣れていない水中生物にとっては本当に眩しいと思います。 



ターゲットとの距離が大体３ｍ以上離れるとライトの光が届かないため使用し

ませんが、３ｍ以内は必ずライトを使用して明るい映像にし、生物の本当の色

を出すようにしています。 
プロもアマも映像はライトが命だと思います。 
ＢＢＣの映画『Ｄｅｅｐ Ｂｌｕｅ』は大変珍しいシーンが多かったのですが、

映像がかなり暗かったので非常に残念でした。 
小笠原へ行く前にこの映画を観たので、小笠原では必ず明るい映像にすると決

め、その思いを込めてタイトルを『Ｐｕｒｅ Ｂｌｕｅ』に決めました。 
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